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１．はじめに 
最近では，授業支援システムとして大規模・高

機能なものが市販されている。しかしこれらのシ

ステムは，学校全体や学部学科単位で導入される

ことが前提とされており，組織としてのバックア

ップがなければ，学生登録などが煩雑であり，事

実上使えない場合もある。また，非常勤として他

大学で講義を行う場合は，本務校のシステムは利

用できず，相手校により異なるシステムを利用す

ることになる。 
さらに，外部から利用できないシステムもあり，

そうしたシステムでは授業準備するために，一々

現場に行かなくてはならない。またそのようなシ

ステムでは，学生も自宅学習することができない。 
そうした問題を解決するためには，教員個々人

にとって必要な機能を持ち，教育活動を統合的に

取り扱うことができる授業支援システムが必要で

ある。 
各種プロバイダやレンタルサーバなどのおかげ

で，Webやメールの利用は容易になっている。そ

のため，資料提示や質疑応答などのコミュニケー

ションはWebページ，掲示板，電子メールといっ

た汎用的ツールを利用することで簡単に実現でき

る。しかし，課題や試験の収集については様々な

制約があり，汎用的ツールで解決することは難し

い。 
そこで我々は，学生教員間のコミュニケーショ

ンを基盤とする課題提出型授業と，それに適合的

で設置，運用の容易な授業支援システムについて

検討し，それを反映した課題収集評価システムWe
bTAを開発した[1]。ここでは，このWebTAの持つ

機能について紹介し，さらに，このシステムを用

いた授業を受講している学生に対して行った，使

用感についてのアンケート結果を報告する。 
 
２．課題提出システムの必須条件 
 我々は，課題提出システムに必要な5条件を制

約条件として設定した[2]。 
・学生側から見て， 
(1)確認性：自分の提出状況と提出物の内容が確認

できること。 

(2)守秘性：他の学生から自分の提出状況や提出物

の内容が見えないこと。 
・教員側から見て， 
(3)識別性：提出した学生の識別，特定ができるこ

と。 
(4)秩序性：提出物が整理されて見え，処理できる

こと。 
・学生，教員共通に， 
(5)遠隔性：学外からアクセスできること。 
 
 汎用ツールとして，(A)共有フォルダ(通常はSM
Bプロトコルを利用)，(B)電子メール，(C)掲示板

を考え，以上の５条件を満たしているかを検討，

比較した。その結果が表2.1である（ただし，一般

的な利用方法を前提としている）。また，ファイル

名の命名規則や，提出回数の条件などを指示して

も何人かの学生は間違えるものであると前提して

いる。 
 

表2.1 提出方法と機能の比較 
制
約
条
件 

    

(1)
確
認
性 

(2)
守
秘
性 

(3)
識
別
性 

(4)
秩
序
性 

(5)
遠
隔
性 

(A)共有フォルダ △ × × △ ×

(B)電子メール × ○ × × ○

(C)掲示板 ○ × × △ ○

提
出
方
法 

 
 以上の検討結果に基づき，WebTAでは，これら

の条件をすべて満たし，かつ，採点機能を持たせ

ることを中心的な仕様とした。 
 
３．WebTAの機能 
 WebTAはPerlによるCGIで開発した。開発環境

であるVine Linux 3.2，テスト環境であるVine 
Linux 3.1(PPC版)，さらには，実運用環境である，

Turbo Linux 10 Server(x64版)およびSunOS5.
8上で特別な設定をせずに動作している。それゆ

え，電子掲示板が動作する環境であれば，ほぼ動

作するものと考えられる。 
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 WebTAは4つのCGIから構成されている。教員

用CGI，学生用CGI，双方のCGIから利用される

関数を集めた共通CGI，初期設定CGIの4つである。

以下にそれぞれのCGIが持つ機能を説明する（他

にフリーウェアであるjcode.plとcgi-lib.plを利用

している）。 
 

〔教員用CGI〕 

 教員用CGIには，教員がシステムを管理するの

に必要な機能を持たせてある。大きく分けて科目

処理と課題処理がある。どちらの処理も，科目を

選んでから処理内容を選択するようになっている。 
 科目処理の機能としては，科目登録，科目リス

ト，科目修正，履修者確認，履修者無効設定があ

る。科目登録と科目修正では，教員が担当する科

目を登録したり，登録内容を修正したりすること

ができる。科目リストでは，登録された科目の一

覧が表示される。履修者確認では，科目に対して

このシステム上で履修登録をした学生の一覧が表

示される。学生の管理はすべて学籍番号で行って

いるため，学籍番号を間違えて登録すると変更す

ることができない。そのため，履修者無効設定に

よって，間違えて登録された学籍番号を使えない

ようにすることができる。履修者確認では，学生

のパスワード変更や氏名の修正などができるよう

になっている。 
 

 
図3.1 課題一覧画面 

 
 課題処理の機能としては，課題一覧，新規作成，

集計，課題圧縮がある。課題一覧では，作成した

課題の一覧を表示し，現在の提出人数が確認でき

る。この一覧から課題修正や採点，提出時に書き

込まれた担当教員に対する連絡事項の一覧表示，

やむをえない理由で期限内に課題が提出できなか

った学生に対する遅延提出の許可指定が行える。 
また，採点時に圧縮ファイルで提出された課題

を解凍し，参照するための機能を持っている。た

だし，この機能を利用する場合には，サーバにあ

る解凍コマンドを初期設定CGIから設定しておか

なければならない。新規作成で課題を新規に作成

する。課題の提示開始日時，受付開始日時，課題

締切日時の3種の時間を入力し，課題を提出する

ことができる時間を調整する。課題の提示開始日

時は不要に思われるかもしれないが，場合によっ

ては課題の存在自体を時期が来るまで公表したく

ない場合があることを想定している。また，提示

開始日時以降，受付開始日時までは，学生の提出

画面で提出課題として表示されるが，提出はでき

ない。これらの時間設定は，初期設定CGIから秒

単位，5分ごと，10分ごと，15分ごとの4通りから

選択できる。集計では，指定した科目に含まれる

課題の採点結果を集計し，表として表示すること

ができる。またその表をCSVファイルとして，ダ

ウンロードすることもできる。課題圧縮では，提

出された課題を科目ごと，もしくは課題ごとにま

とめて圧縮し，ダウンロードできる。 
 

〔学生用CGI〕 

学生用CGIには，履修登録，履修確認，課題提

出，課題確認の機能がある。履修登録では，学生

は自分が受講している科目を選び，履修登録する。

これはあくまで，このシステム上における登録で

あり，また複数の科目を受講している場合には，

個別に登録しなければならない。履修確認では，

自分の氏名などを確認でき，パスワードの変更や

氏名の修正などもできる。 
課題提出では，図3.2のように教員が設定した課

題を選び，提出したいファイルをアップロードす

るようになっている。課題確認では，提出した課

題が正しいものか，いつ提出したか，などが確認

できる。これは，提出した後であればいつでも確

認できる。さらに，遅延提出の許可指定を受けて

いる学生は，課題確認画面に遅延提出ボタンが表

示されるようになっている。 
 

 
図3.2 課題提出画面 
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提出されたファイル名は，「学籍番号_氏名(ロー

マ字)_課題番号_乱数で生成されたアルファベッ

ト大文字3文字.提出時の拡張子」とシステムで統

一するようにした。これはFTPや課題圧縮でダウ

ンロードした際に誰が提出した何の課題なのかを

すぐに把握できるようにするためである。また，

乱数で生成された文字をつけることで，学生が不

正に他の学生の課題を閲覧できないようにしてい

る。また，遅延提出者のファイル名には，前述の

ファイル名の前に「zokure_」という文字列をつ

けている。これは，FTPや課題圧縮でダウンロー

ドした際に，ファイル名でソートすると遅延提出

者が最後に並ぶようにするためである。 
 

〔共通CGI〕 

 共通CGIには，教員用CGI，学生用CGIの双方

から利用する関数を集めている。科目や課題，履

修者に関するファイルの読み込みやその処理をま

とめてある。これはメンテナンス性を向上するた

めである。 
 

〔初期設定CGI〕 

 初期設定CGIでは，WebTAを利用する際に必要

な設定を行うことができる。CGIファイルをエデ

ィタで編集し，変数に必要な内容を入力していく

という設定方法では，設置者に対する敷居が高く

なると考えて用意したものである。図3.3のように

設定された内容をもとに，設定ファイルが自動的

に生成されるようにした。 
 

 
図3.3 初期設定画面 

 
４．利用学生に対するアンケート 

WebTAを利用し，課題を提出している学生に対

して使用感に関するアンケートを行った。アンケ

ートの項目は図4.1のようなものである。 
 4年制大学法学部1年生対象科目の受講学生(15
5名)および短期大学情報処理工学科1年生対象科

目の受講学生(77名)に対して行った。これらの結

果を図4.2から図4.5に示す。横軸はいずれもパー

セントである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Q1. 次の各画面において，画面を見ただけでやるべき

操作が簡単にわかったかどうかについて答えてくださ

い。 
（５段階：かなり簡単，やや簡単，ふつう，やや難し

い，かなり難しい） 
 1.履修登録画面 
 2.課題提出画面 
 3.課題確認画面 
 4.履修確認画面 
Q2. 次の各場面において，実際の操作が簡単にできた

かどうかについて答えてください。 
（５段階：かなり簡単，やや簡単，ふつう，やや難し

い，かなり難しい） 
1.履修登録時 

 2.課題提出時 
 3.課題確認時 
 4.履修確認時 
Q3. このシステムに対する意見や要望を自由に書いて

ください。（自由記述）

 
 

図 4.1 WebTA 使用感アンケート 

 
図4.2 画面のわかりやすさ（法学部） 

 

 
図4.3 画面のわかりやすさ（情報処理工学科） 
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 画面のわかりやすさは，法学部学生には簡単と

いうわけにはいかないようだが，難しいと感じる 
学生もまた少ない。また，情報処理工学科学生に

とっては，とても簡単，やや簡単があわせて6割
を超えている。これについては，コンピュータの

操作に対する慣れが影響しているものと考えられ

る。 
 

 
図4.4 操作の容易さ（法学部） 

 

 
図4.5 操作の容易さ（情報処理工学科） 

 
 操作の容易さも画面のわかりやすさと似た傾向

が出ている。これも操作の慣れが大きく影響して

いると考えられる。どちらも，課題提出に関する

部分を難しいと感じる学生が他の操作に比べて多

い。参照ボタンを押して，保存したファイルを選

択する，という操作がわかりにくいようである。 
 授業支援システム利用の際の負荷は，授業の本

質に関係のない無駄な労力で，できるだけ軽減さ

れることが望ましいのであるが，本システムは，

法学部，情報処理工学科ともに難しいと感じる学

生が比較的少なく，学生への負荷は少ないものと

思われる。 
 次に自由記述で出された意見をまとめた。長所

については次のような意見があった。 
・ シンプルで使いやすい 
・ 課題の確認ができるのがよい 

・ メール提出よりこちらの方がよい 
・ 課題がわけられていて見やすい 

 
以上の様に，見やすい，わかりやすい，という

点は評価されている。しかし，要望として，次の

ような意見があった。 
・ 自分が履修している科目をいちいち選択する

のは手間なので，アクセスした時に履修科目

だけが出てきて欲しい。 
・ 何度もパスワードを入れるのが手間なので，

一度ログインしたらそのまま使えるようにし

て欲しい。 
・ 画面が白黒で寂しく，わかりにくいところも

あるので，もっとカラフルにして欲しい。 
・ 画面中に使用説明をもっと入れて欲しい。 
・ 入力が受け付けられる文字種をソフトウェア

側で制限して欲しい。 
 
特に，科目の選択とパスワード入力が手間なの

でなんとかして欲しい，という要望は，2校のど

ちらからもかなりの人数から出た。入力できる文

字の制限は，どのようなブラウザからでも利用で

きるようにする，というWebTAの開発コンセプト

から外れるので見送るものとするが，科目選択と

パスワード入力の軽減，画面の見た目の改善，説

明の追加などについては，今後検討していきたい。 
 
５．おわりに 
 我々は課題収集と評価に特化した課題提出シス

テムWebTAを開発し，実運用している。利用者に

対してアンケートを行った結果，誰にでも簡単で

あるというわけではないが，一般的には難しいシ

ステムではないということがわかった。また改善

すべき内容についても示唆されるところがあった。 
学生からの要望を，考慮すべき項目として検討

し，より使い勝手のよいシステムに改善すること

が今後の課題となる。 
なお，本研究の一部は科学研究費補助金研究(基

盤B2，16300077，代表者：田中規久雄)に負って

いる。 
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